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3種のヤガ科新害虫の九州以北における発生の確認と同定
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要約 ゴルフ場シバ草地におけるクシナシスジキリヨトウの初発生と,我が国では害虫とは考え

られていなかったイラクサギンウワバの多種作物での発生を確認した。また,シ イタケ菌床栽培

におけるムラサキアツバの害虫化を確認 し,こ れら害虫の発生状況を明らかにした。

背景・ねらい

ガ類の中で最も種数の多いヤガ科は,現在我が国から 1,300種以上が報告されてお り,約 1割

に当る 126種が害虫として「農林有害動物・昆虫名鑑」 (1987)に 記録されている。しかし,地
球温暖化や作物の栽培方法の変化等の様々な要因により,こ れまで記録のないヤガ科新害虫が発

生する可能性がある。そのため都道府県の農業試験場や病害虫防除所等から同定依頼されたヤガ

科昆虫を調査することにより,各地域で問題 となっている新たな害虫を確認 し,その発生状況を

把握する。

成果の内容・特徴

1.静岡県でヤガ科昆虫の初発生を確認 し,こ れをクシナシスジキリヨトウ ルοグ″た″ εjι j“

“
(図 1)と 同定できた。また,1999年 頃以降,本種が静岡県内ゴルフ場のシバを激 しく食害 し

ていたことを確認 した。本種は亜熱帯 。熱帯地域に分布 し,九州以北では 1994年 に熊本県と

兵庫県で成虫が採集された記録があるが,発生記録はない。幼虫はシバの在来害虫スジキリヨ

トウルοグリた″″″御αたに酷似 している。

2.兵庫県でイラクサギンウワバ ルjθんのJ″sjα 4j(図 2)の広域的多発生とアブラナ科野菜等多

種作物の被害を初めて確認 した。本種は,海外では重要害虫であり,九州以北においては僅か

な発生はあったものの害虫としての認識はなく,「農林有害動物・昆虫名鑑」 (1987)に も記録

されていない。

3.愛媛県でムラサキアツバ D′οJ77θα 微物α″ (図 3)がシイタケ菌床を食害することを初めて確

認 した。また,神奈川県,高知県でも同様な被害を確認 した。近年のシイタケ菌床栽培の普及

によって本種が新たな害虫となったと考えられる。

4.幼虫のより詳細な情報は,農業環境インベントリセンター昆虫分類研究室のホームページ

(http″cse.面 aes.affrc.gojp/nakatanyAndexohtm)で 公開する。
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成果の活用面・留意点

1.これら3種の害虫は,既に他地域でも発生している可能性もあり,特に近隣の自治体では注

意する必要がある。

2.地球温暖化により熱帯・亜熱帯原産の害虫が日本本上で新たに問題となる事例や作物の栽培

方法の変化に伴 う新害虫の発生事例は,今後も増加する可能性がある。

具体的データ

図1 クシナシスジキリヨトウンο″ノ
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r77,成虫 (左 )と 幼虫 (右 )

図2 イラクサギンウワバ rrJθヵ″ι
“

s″α κ′,成虫 (左)と 幼虫

図3 ムラサキアツバ D′ο
“
ια ε
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α″,成虫 (左)と 幼虫 (右 )
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